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	12. 最近、気になっていること
WebAssembly
WebContainer
  


	13. WebGL
  


	14. 技術書典１４ (宣伝です..！)
  


	15. WebGPU
  


	16. これまで
WebAssembly
WebContainer
WebAssembly
WebContainer
WebGPU
GPU
  


	17. Node-REDからGPUリソースを使ってみた
これまで
今日の話
GPU
  


	18. クラウド ローカル (パソコン、サーバ)
モバイル  (iOS、Android OS) エッジ (ラズパイ、Jetson Nano) MCU (マイクロコントローラ )
Node-RED の実行環境
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AI model ①
AI  model ②
・
・
・
docker pull
n
o
d
e
.
j
s
flow ①
flow ②
・
・
・
HTTP REST
enebulardevelopers/rpi-caffe
enebulardevelopers/rpi-keras
・
・
enebular
AI model ①
Deploy
エッジ (ラズパイ、Enebular Agent、AI model)
 


	20. エッジ (Jetson Nano)
  


	21. 今回の話
・CPU
・GPU
どちらもサポート
  


	22. Jetson Nano
Jetson Xavier  NX
Jetson Orin Nano
TensorFlow 2.5以降は
未サポート
↓
CUDA 11.0以上が必要
JetPack 5.1.1 → CUDA 11.4.19 / cuDNN 8.6.0
 


	23. TensorFlow.js を Node.js  + Jetson Nano の GPU リソースを使用するためには環境が重要
・@tensorflow/tfjs-node のバージョンを使用する TensorFlowのバージョンに合わせる必要がある
TensorFlow 1.15.0 → @tensorflow/tfjs-node @1.7.4
TensorFlow 2.3.1 → @tensorflow/tfjs-node @2.8.6
TensorFlow 2.4.0 → @tensorflow/tfjs-node @3.6.1
TensorFlow 2.4.1 → @tensorflow/tfjs-node @3.6.1
・TensorFlow v1.15.0 が指定されているが、 custom-binary.jsonで目的のTensorFlow shared librariesを指定すれ
ば問題なくインストールできる
・公式ではサポートしていない arm64 でビルドされたTensorFlow shared libraries (C++)が必要で、
custom-binary.json でダウンロード先を指定する
・JetPack 4.4/4.5/4.6 は CUDA 10.2 と cuDNN 8 ライブラリを使用して arm64 ビルドされた TensorFlow shared
librariesを使用する
・TensorFlowのビルドは非常に時間が掛かる (50時間以上) →ビルド済ライブラリ(バイナリ)を公開
 



	25. 良き Node-RED ライフを！
ありがとうございました！
#noderedpark
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